
The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Sooiety 　of 　Eduoational 　Sooiology

児童 自立 支援施設 の 運営形態につ い て の
一

考察
一 「小舎制化」 をめ ぐる言説 の 検討 を通 して一

藤間　公太 （慶應義 塾大学 ・院）

1．はじめに

　1）子育て の 社会化の 論点一≒家族規範の 相対

化と再生産

　本報告で は 、 施設養護の 運営形態をめぐる課題

に つ い て の 考察を、〈 子育て の 社会化 〉 の文脈に

接続して い くこ とを目的とする。子育て の 社会化

に か んする議論は、家族が ケ ア の 主体となるこ と

と、ケア の 責任が家族に帰属 される こ ととを分節

化し、「ケ ア責任は家族に ある 」とする規範の 相対

化を図るもの で あっ た （庄 司 1986 、1990、村山

祐
一 2004）。 しか しなが ら、現場で の実践へ の質

的研究か らは、子育て の 社会化 が、かならずし も

そ うした規範の 相対化にっ なが らない こ とも、指

摘 され て い る 。
こ こ で は、保育 マ マ を対象 とした、

相馬直子 （2004）と松木洋人 （2009）は、子育て

の 責任の 社会化の 実践の 先に、近代家族的な子育

て をめぐる規範が再生産 され るこ とを明 らかに し

て い る。

　 こ れ らの 先行研究に お い て は、子育て の 第
一

次

的な担い 手と して家族が お り、子 どもを預か る こ

とが家族との 子育て の 「分業」 とな る場合に、対

象が限定されて い 鳥 しか し、子 ど もを預 か る場

合、そ こに常に
一
次的な子育て の 主体たる家族が

い るとは限らない 。発見される被虐待児童 の 増加

などを背景に、実 の 家族 で ケア を受けられない 子

ど も へ の 支援を考え る必 要性 が高ま っ て い る今 日

に お い て は、里 親をは じめ とする、〈 子育て の 代

替的社会化 〉 （以下 、
〈 代替〉 ）の整備もまた重

要で あろう。

　2）子育て の 祉会化の 4 つ の 位相

　以 上をもとに子 育て の 社会化 の位相を整理 し

て み よ う。まず、子 どもの ケ ア が 「家庭的」 な環

境で行われるもの と、家庭外 の 「施設」 で 行われ

るもの か とい う軸、次に、家族による子 育て を 「支

援」す るもの と、「代替」す る もの とい う軸で の 分

類が可能で ある。しか し、こ の 領域に おい て 、施

設養護 に か んす る研究は 、 十分には蓄積され て い

ない
。 里親制度の 拡充が十分に進ん で い ない 日本

社会にお い て は、施設養護はく 代替 〉 の 重要な位

置を占めて い る。〈 代替 〉 に通底す る課題 を検討

するためにも、施設養護に対する検討も見過ごさ

れ るべ きで は ない だ ろ う。

2．　豸く庭糠 力｝騰 簍力》

　同 じ くく 代替〉 の 領域に分類され るに もか か わ

らず、 里親をはじめとする家庭的養護 と施設養護

とは、対立する もの と して語られ る こ とが少なく

なか っ た。里親制度におい て は、家庭的な環境の

もとで、養育者との
一

貫 した関係 の なか で、個別

的なケア を受けるこ とが可能 で あ り、こ れが施設

養護に対 して 里親が 持つ メ リ ッ トで ある と され て

きた 。
こ うした 点か らの 施設養護批判が 起 こ した

論争として、ホ ス ピ タリズ ム 論争、津崎哲雄
一
施

設養護改革派論争が ある。

　 しかし、2 つ の 論争を比較すると、施設養護論

者の 立場は、家庭的養護との 対立か ら、それ と の

共 生 へ と変化 した
一

方、家庭的養護論者は、一
貫

して施設を 「劣悪な」 養護環境 として みな し、里

親をはじめとする 「家庭的」 な環境で の児童養護

の推進を主張して きた。家庭的養護の推進とい う

主張はその 後も勢い を増 して お り、2004 年 には厚

生労働省が 「子 ども子育て 応援プ ラ ン 」を発表 し、

里 親制度の拡充を明確に打ち出すに い た っ て い る

　児童自立支援施設をめぐる近年 の 言説 の 中で

も、「家庭的」 な小舎制をとるメ リッ トとして、一

貫性、個別性 の保障が挙げ られて い た。処遇 され

た児童の 担当職員を明確にする こ とで、子 どもは

「親子」 同様に、固定の 養育者か ら
一
貫したケア

を受けられ る とい うこ とで ある 。 この
一
貫陸、個

別性の保障とい うこ とは、先に見 た 里親 の メリッ

トとされるもの と
一致す る。施設養護 をめぐる議

論にも、一
貫性、個別 陸とい うニ

ーズ の 高まりを

受 け、「家庭化」を評価する機運 が高ま っ て きて い

る とい え る だ ろ う。

　 この こ とは 、 施設養護が 、 社会化されたケア の

「家庭化」 の流れに 回収され て い る とみる こ とも

可能で あろ う。少なくとも、本研究で資料とした

言説で は、そ うした 「施設独 自の よさ」 を打ち出

す こ とよ りも、い かに 「家庭」 に近 づ くか、とい

う点が課題とされ て お り、「家庭的」なケア に潜む

課題や問題点への 批判が後景化して い た。 この こ

とは、「標準的家族」を理想的なケア環境とする 「家

族主義」 1）が、近年の 子育て の 社会化 の 動 きの な

か で 支配的になっ て い る こ との あ らわれ と捉えら

れるか も しれない
。
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3．考察

　1）小規模ケア の検剖課題

　入所背景も性格特 1生もそれぞれ異なる児童に

対する個別 の 処遇は、確かに必要で あろう。 しか

し、施設の 小舎制化 に は、（1）関係が 固定化 され

ると、そ こ に何 らか の 翻齬 が 生 じた とき、一
貫性

が揺さぶ られ るこ と、 （2）小規模なケア の よさを

強調する あま り、集団生活が持つ メ リッ トをまっ

たく捨象され て しま うこ と、とい う課題 が ある。

集団性 と個別性 とを対立軸と捉えるの で はなく、

両者 の メ リ ッ トが調和 したケア の 検討が求められ

る

　2）「家庭」 ロ ジ ッ クの問題

　次 に、ケア の 質 の 向上を目指すための 議論 が

「家庭」性 の 強調に収斂 して い くこ と、すなわち

「子 どもの ケ ア に は 『家庭的な』小規模集団が望

ましい 」 とい う理念が安易に結びっ けられるこ と

にも、（1） 「家族主義」 を強化す る可能陸がある

こ と、（2）それ に より、入所当事者の 生きづ らさ

が再生産されつ づけるこ と、（3）家族外で の ケア

を二 次的なもの に貶め る危険をは らむ （上野千鶴

子 2011）。里親制度を例に田淵六郎 （2012）が指

摘 したよ うに、家族をめぐる規範が強い 社会にお

い て 、「家庭的」 なケア を強調す るこ とは、そ うし

た通念的規範を再生産す る面があると考えられる

13｝。規範 と ど う関係し、ど う距離を と るか は 、子

育て の 社会化に とっ て 重要な論 点とな るだ ろ う。

　3）おわりに

　 く 代替 〉 に通底す る課題を議論するた め には、

様々 な実践の場へ の 質的な研究を通 し、その 個別

の 経験を精緻 に追っ て い くこ とも重要 で あ る こ と

はい うまで もない 。そ の 上で、家族での ケア を享

受で きなかっ た子 どもたちが、社会的に不利な立

場に追いやられる こ とを防い で い くあり方を提示

で きるか が、〈 代替 〉論の 大きな焦点とな るだろ

う。 もちろん、本報告で の 議論も、施設の 運営規

模をめ ぐる特定の 言説か ら読み 取 られたもの にす

ぎない 。現実の 施設養護の場面で は、言説に は 立

ちあらわれなかっ た、様々 な論点が浮か び 上がる

と考えられる。今後は、現場で の観察や関係者へ

の イ ン タ ビュ
ー

調査 に よ り、〈代替〉 の場面によ

り接近 して い く必要が あるだ ろう。

注

1）阪井ほ か （2012）が指摘 して い る よ うに、「家

族主義J に は さまざまな位相があるが、本報告で

は 「家族 （家庭）」 を最善 の ケアの 場 として 理念づ

けるこ とを指す意 で、こ の 語を用 い る。
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